
集落の話し合いに『身の丈デジタル』を使おう

一般社団法人　持続可能な地域社会総合研究所
（前・真庭市産業観光部長）

新田直人
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クローズアップ現代 2022年8月3日（水）19:30～
「移住新時代 過疎地域にチャンスあり」

都会を離れ、過疎地にこそ自分の可能性を伸ばすチャンスがあると気づき始めた若者たち。
“移住新時代”に変貌を遂げる過疎地域、そこに暮らす若者たちの価値観・生き方の変化を見
つめます。■スタジオ出演 藤山 浩 　■キャスター 桑子真帆 （アナウンサー） 2



邑南町

山口市

加美町

小松島市

下川町

浜松市

環境省（下川町、池田町、海陽町、邑南町）

木曽町

安芸高田市

三次市

国東市

山口県

徳島県

事業構想大学院

尾道市

鶴岡市

川上村

真庭市

奥多摩町
萩市

阿武町

長門市

三宅町

琴浦町

佐用町

たつの市

香川県

相良村

東庄町

庄原市
高野地区

２０１７年度：８市町村１省庁

２０１８年度：15市町村２県１大学

２０１９年度：27市町村２県

持続可能な地域社会総合研究所　共同研究実施地域

２０２０年度：20市町村５県

岡山県

五ヶ瀬町 美郷町

佐賀市

飯南町 新潟県

２０２１年度：13市町村５県１大学１団体

秋田県 秋田市 北海学園大学

宮城県：七ヶ宿町

長崎県

みんなでつくる
中国山地
百年会議

益子町

２０２２年度：11市町村５県２大学1団体

石川県

秋田県立大学

松浦市

益田市

3



真庭市農業振興担当と集落のかかわり

スマート農業

つながる棚田
遺産

デジ活中山
間地域

農事組合法人　寄江原

社（やしろ）集落

吉縁起村

カッコいい農業で、
若者を呼び込もう！

棚田をむらづくりの安定財源
として活用しよう！

・中山間直接支払いの「広域
加算」を財源に活用！

・スマート農機で荒廃農地の
草刈りを！

明日、エクスカーショ
ンで訪問します！
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「つながる棚田遺産」湯原・社地区

・　岡山県内の11の式内社（延喜式）のうち、８つが集まる。
・　地区の象徴である「大御堂」には、平安時代末期の木材が使用されて
いる（岡山県最古）。
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「つながる棚田遺産」湯原・社地区

40ヘクタールの棚田が広がる。集落の名と同じ「やしろもち」も作付け。 6



「つながる棚田遺産」湯原・社地区

グリーンスモールモビリティ
による集落観光

空き家を活用した民泊歴史遺産の発掘と観光資
源化

やしろもちの商品化

地元の方、研究者、アドバイザー、市・観光局職員などの頑張りで、いろいろな
取組を行ったが、補助金はいつまで続くか‥。

40ヘクタールの棚田を県内初の「つながる棚
田遺産」に指定して、中山間直接支払いの
「棚田加算」を安定財源として活用しよう！

「宇和佐」「本谷」「牧原」の３つに分か
れていた集落協定を一本化！

市担当職員の
ひらめき
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農事組合法人寄江原とその課題

平成14年設立
経営面積：16.9ha
　(水稲（きぬむすめ、ヒノヒカリ）、小麦、WCS）
組合員７３名、専属オペレーター２名

農事組合法人寄江原

Ø 「稼ぐ農地」（A区）と「守る農地」
（B区）から構成される。

Ø A区は組合自作地、作業受託地、個人
営農地が混在し、効率的経営を阻害。

Ø B区は経営的にはマイナスだが、地域
の農地を守るため、受けざるを得ない。

Ø 2名の専属オペレーターは60代後半。

【A区】
・３～５反に圃場整備
・パイプラインが整備
・組合自作地と作業受

託地、個人営が混在

【B区】
・傾斜地の小区画不整

形圃場が多い
・ため池が水源
・小麦、WCS等を作付

けØ既存農機との効率性の差を見せること
で、組合への集積を加速

Ø「かっこいい農業」を見せることで、
若いオペレーターの参入を促進

中山間にあったスマート農機を導入
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農薬散布用ドローン 〇　収量・食味コンバイン

〇　自動水管理システムＷＡＴＡＲＡＳ

農事組合法人「寄江原」
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？

？

直進キープ田植え機を体験して
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周囲２周は、手動で操作が必要。

→　圃場整備整備された水田（A
農地）には有効。

→　条件不利農地（B農地）には不
可能？



リモコン草刈り機

農業だけに使うの
はもったいない！

工業団地の草刈
りにも活用

収量・食味コンバイン 圃場管理システ
ム「KSAS」によ
り、令和版「太閤
検地」が可能

収量の少ない田
は「コケ」を栽培

中山間地域の耕
作放棄地をスマー
ト農機で再生させ
よう

中山間集落の農
地をデータで管理
しよう

市担当職員の
ひらめき

中山間地域に役立つスマート農機は何か？
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令和３年６月食品営業許可取得で、売上げ額増加

令和5度  農村ＲＭＯ活動　����　　　　吉縁起村協議会

総売上額
　　　　¥1,847,860
月平均額

¥73,915
最高売上月
　　　　　\166,700

ＲＭＯ事業で多忙に
…

Ｒ３年から延べ25ヶ月の営業
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継続できる地域づくりとは？
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田舎暮らしは、やらなければいけないことがたくさんある

集落のすべての人の名前と年齢、水田の所有者・
耕作者を把握しているFさんの悩み

・　隣の集落も集落協定に含めたいが、さすがに隣の集落の
農地の情報は分からない。

・　30分かけて市役所に行って資料をみせてもらっても、転記
漏れがあって、再度行かざるを得ないことに。

集落の人たちと、集落の将来の農業の担い手地
図づくりをしている市役所のNさんの悩み

・　去年、紙の地図を使って、ワークショップをしたが、どこかに
行ってしまった。

・会合に欠席した人には、話し合いの結果をどうやって伝えれ
ばいいだろうか？



スマート農業で学んだ「圃場管理システム」のノウハウを生かして、集
落の話し合いの地図を電子化できないか？
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〇　紙の地図に替えて、GIS
（地理情報システム）で、村
の電子マップを作る。

Ø地元の小中高生を大学生
がサポートして、集落の農
地を歩き、お年寄りに話を
聞けば地図がつくれるので
はないか？

Øついでに、話題のChat
GPTに村の活性化計画を
作ってもらって、夏休みの
宿題にできないか？
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集落の情報をGISに載せていきます。











現地聞き取りの結果、水田の耕作者名と年齢、空き家の位置と状態、
一人暮らしのお年寄りの世帯の位置が地図化できた。
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「身の丈デジタル」の基盤が、整いつつある

①　農林水産省は、全国の農地の区画情報を公開している。
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②　水田・畑の別、農地の状況が記載された「農地ピン」も公開されている。
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③　法務省でも、地籍図のデータを公開。
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国土基盤情報
（国土地理院）

国土数値情報
（国土交通省）

地籍図
（法務省）

基盤地図データ 行政データ

筆ポリゴン
（農林水産省）

農地ピン
（農林水産省）

農地台帳
（農業委員会）

森林簿
（都道府県）

……

集落の生の情報

・農地の所有者、耕作者、
年齢、後継者の有無

・荒廃農地、中山間直接支
払対象農地

・森林の間伐の意向
・ため池、用水のルート
・獣道
・空き家、一人暮らし高齢世
帯

・要介護者の所在
・集落のお宝スポット

……

農村RMOが主体となって、
　・　地域の情報を電子地図として管理、住民で共有。
　・　農業だけでなく、集落の様々な話し合いのツールとし

て活用。

１０年先、３０年先の集落の将来を皆で考える。

農村RMOが自治体と連携して、地域の様々な情報を可視化する
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①　お金がかかるんでない
の？

・　ほとんどのデータは無償で
入手できるで。

・　中山間直接支払いから、事
務費出せるんでないか？

でも‥‥、

②　年寄りにはできんわ。

③　誰が更新するん？

・　IT企業に勤めとったUターン
の若者がおったろ。

④　役所は、個人情報言
うて、データくれんじゃろ。

・　村の年寄りから聞き出せば、
ええんでは？

集落内外のいろ
んな人がつなが
ればいいのか！
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・むらづくりの構想の策定
・地域の各団体との調整
・むらづくりの実行

農村RMO（農村型地域
運営組織）に発展

吉縁起村協議会

「農村RMO育成支援
事業」による支援

・落合振興局による全
体コーディネート

・集落支援員による話し
合い支援

真庭市

農林水産省

【集落活動体制の整備】 【デジタル化の推進】

デジタル活用による中山間集落活性化のスキーム（吉地区）

持続可能な地域社会総合研究所

・集落の将来構想策定のた
めのGISの活用支援

国土交通省

・地域管理構想策定のためのデ
ジタル情報活用

デジタルネイティブ世代の若者

・小中高大生との交流
・真庭市にUIターンしたIT人材

によるデジタル化支援

・集落の農地の担い手を決める「地域計画」の策定
・農地、林地、空き家等も含めた「地域の管理構想」の策定

27


